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神奈川県のサツキ群落

田中徳久

Tanaka N orihisa: 

Rhododendron indicum community in Kanagawa prefecture. 

はじめに

サツキ （Rhododendronindicum）は，庭園や

公園などに広く植栽され，数多くの園芸用品種が

作出されている。その本来の生育地は，河川上流

域～中流域の渓谷岩上であり，神奈川県を分布の

東限とし，東海， 中部，近畿，中国（山口県），九

州の一部に分布する。

分布の東限である神奈川県のサツキの分布状況

は，松野編（1933）や神奈川県博物館協会編

(1958），神奈川県植物誌調査会編（1988）などの

県単位の植物誌のほか，林ほか（1961）や高橋

(1982）， 神奈川県レ ッドデータ生物調査団編

(1995），勝山ほか（1997）などに記述がある。ま

た，勝山・ 高橋（1991）は，道志川渓谷における

サツキの分布状況を詳細に報告するとともに，相

模川本流での分布を報告している。

一方，その群落については，中川（1982）によ

る中津川渓谷の詳しい報告があるほか，大場

(1985），宮脇編著（1986），大場（1991），村ー上・

中村（1997）に中津川の，大場（1985）に道志川

拍子での 1調査資料の報告があるのみである。な

お，大場（1985）のTab.56中の相模！｜｜馬入河口の

資料は，大場（1991）との比較から，中津川石小屋

上の資料であると推定される。

筆者は，神奈川県内のレッドデータ植物あるい

はそれに準じる植物の群落について，その植物社

会学的調査資料の集積をすすめている（田中，1994,

1996ほか）。本報は，その一環として， 神奈川県に

おけるサツキの分布地のうち，これまでに群落に

関する報告がほとんどない，道志川における状況

を報告したものである。

調査地概況および調査方法

道志）｜｜は，津久井湖と相模湖の聞に位置する沼

木ダムの下流部より分岐する相模川の支流であり，

山梨県南都留郡の山伏峠付近に端を発する。神奈

川県内を流れる両国橋より下流の道志川のうち，

サツキが生育するのは，夫婦園，道志第2発電所，

亀見橋，青野原，駒子であるが（勝山・高橋，1991)' 

今回は，夫婦園周辺（図1・A）および駒子（図1-B)

図1.植生調査地点位置図（図中の番号は表lの通し番号を示す） ．
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において植物社会学的な調査を実施した。調査地

では，サツキ群落のほか，ヤシャゼ、ンマイ群落やナ

ルコスゲ群落，サガミニガナーホソパコンギク群

落など，渓岸植物（高橋， 1988）を主要な構成要素

とする植物群落も記録された（田中，未発表）。

野外における植生調査は， Braun-Blanquet 

(1964）による植物社会学的手法に基づいて1997年

6月14日に行い，調査区内に出現した全植物につい

て，全推定法による総合優占度，群度を測定，記録

した（今回の調査では，j蘇苔地衣類については取上

げなかった）。また，各調査区の海抜高，斜面方位，

斜面傾斜などの立地条件についても測定，記録し

た。こうして野外で得られた植生調査資料を，パー

ソナルコンビュータによる表操作プログラム（鈴

木ほか， 1985を改変） を用い， 素表，常在度表等に

組替え，他地域より得られている類似群落の資料

と比較検討の上，群集表を作成した。

調査結果および考察

今回，道志川において調査されたサツキ群落は，

これまでに報告されている資料と比較検討した結

果，サツキ1種を標徴種とし，南川 （1963）により

矢作川から記載されたサツキ群集にまとめられた。

今回の調査で得られた植生調査資料より作成した

群集表を表 1に示した。サツキ群集は，これまで原

記載地のほか，神奈川県以外では，岐阜県飛騨川

（南川，1970），三重県各地および和歌山県日置川

（宮脇編著， 1984），愛知県北設楽郡東栄町天竜川水

系（宮脇編著， 1985）などから報告されている。ま

図2.サツキ群集（道志川夫婦園付近）．
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た，木曽川水系王滝川からサツキ群落が（宮脇ほか

編著， 1979），兵庫県武庫川からアキノキリンソウ

ーサツキ群落が（矢野ほか， 1980）それぞれ報告さ

れている。サツキ群集の標徴種および区分種は，サ

ツキを除くと，各報告で異なる種が含まれるが，奥

田 （1990）は，サツキ1種を標徴種としており，本

報でも同様に扱った。なお，サツキを含む植生単位

としては，サツキ群集のほか，ホソパハグマーサツ

キ群集が屋久島から報告されている（Suzuki,

1976；宮脇編著， 1980）。また，サツキ群集と同様

の生態的位置を占め，多くの共通種を含むキシツ

ツジ群集は，高知県・徳島県（宮脇編著，1982），広

島県・島根県・鳥取県（宮脇編著，1983）で記録さ

れている。

サツキ群集は，平常時の水面より上方に位置す

る渓谷岩隙に成立し（図2），より水面に近い面に

は，サガミニガナーホソパコンギク群集が成立し，

上方には，ウツギやカナウツギなどを構成種とす

るマント群落が成立している（大場， 1985）。しか

し，渓岸の形状によっては ナルコスゲ群集やヤ

シャゼンマイ群落に接することもある。また，サツ

キ群集にまとめられた植分中にも ，ホソパンコン

ギクやヤシャゼンマイ，ウツギ，カナウツギなど，

隣接する他群落の構成要素が出現することも多い。

このことは，各植生単位が，河川の流れに対し帯状

に配列している渓岸においても ，増水や岩屑の崩

壊などの撹乱作用によって，構成種が移動するこ

とによると推察される。

サツキ群集の上級単位は，宮脇編著（1986）や奥

田（1990）ほかは，オノエヤナギクラス；ヤシャブ

シーコゴメヤナギオーダー；ネコヤナギ群団に，大

場（1991）は，ノイバラクラス（群綱）；トコロー

クズオーダー（群目）；ウツギ群団に位置づけてい

る。しかし，奥田（1985）は，「河岸生の低木群落

であることから ，…中略…オノエヤナギクラスに

含められている。しかし，共通種が少ないため今後

に問題を残しているjとし，中川 （1982）も， 「サ

ツキ群集はチャセンシダクラス ，ヨモギクラスノ

イバラクラス ，ススキクラスの種群の混合した状

態…中略…現在のとごろサツキ群集の上級単位の

位置づけは不明で，…後略Jとしている。本報でも，
その上級単位の決定には，さらなる検討が必要で

ある判断し，その位置づけは保留した。

一方，サツキ群集の下位単位については，中川

(1982）により，中津川のウラハグサ亜群集，飛騨

川・矢作川のカワラハンノキ亜群集（中川（1982）の

表2中ではネコヤナギを区分種とするネコヤナギ亜

群集と表記されている），大杉谷のキシュウギク亜



表1.道志川におけるサツキ群集Rhododendretumindici Minamikawa 1963群集表．

l：ヤシャゼンマイ亜群集 Subassociationm仕1Osmunda lancea 
a：典型変群集可ゃicalvariant b：イワヒパ変群集 Variantwith Se［句l問［［αtamariscina

群落区分 1 Comm四 H匂rtype 
a b 

通し番号 2 3 4 5 6 7 8 Releve referenぽ numt町
調査番号 TS TS TS TS TS TS TS TS Orig註IBlreleve number 

17 20 3 4 6 8 10 19 
海抜高か） 150 150 250 250 250 250 250 150 Altitude 
斜面方位 問 問 N 間 郎 E E E Aspect 
斜面傾斜て） 80 80 60 70 80 60 85 80 Inclination 
調査面積（m') 2 6 3 3 3 3 6 Releve size 
低木層の高さ（cm) 150 150 Height of Shrub layer 
低木層の植被率（%） 20 20 Cover of Shrub layer 
草本層の高さ（cm) 40 30 30 60 40 30 20 50 Height of Herb layer 
草本層の植被率（%） 60 40 40 40 30 60 30 60 Cover of Herb layer 
出現種数 11 7 9 9 9 11 9 14 N unber of species 

群集襟徽種 ChanidP.r snP.riP.s of ass 
サツキ H 3・3 2・2 2・2 2・2 2 ・ 2 3 ・ 3 2 ・ 2 2 ・ 3 Rhαiodendron iη：diαzη 
亜群集区分種 Di ff P.rPntial sne付円ofsuba田
ヤシャゼンマイ H . . 2・3 1・2 ＋・2 1・1 1・2 Osm山1dal問団α
イワギボウシ H l ・2 1・2 1・2 1・2 1・2 ・ ・ 1・2 Hostαlongipes 
ヒメウツギ H 1・2 1・2 1・2 ＋ 1・2 Deutziαgracilis 
ヒメノガリヤス H +・2 ・ l ・2 + ー • Calamagrostis hakonensis 
変群集区分種 , , DiffP.rP.ntial sτlP.riP.s of variant 
ダイモンジソウ H . . い・2 +・2 +・2 +・2 ・I Sぽ俳句α.jortu田 iv紅 .incisolo加加
イワヒパ H ・ ・ I + l ・ 2 + I Set句 inellαtamαri幻問
イワイタチシダ H . . I + + ・ • I Dryopteris却科介句α
随伴種 I I C冶mn副 onsued目
ホソパコンギク H + +・2 +・2 + ・ +・2 ＋ー2 +・2 Aster句erαtoidesvax.ang凶 tifolius
ウラハグサ H . 1・2 1・2 1・2 目 1・2 Hakonechloαmacrα 
カナウツギ S.!:l ι2 ・ 上2 ・ ＋ ・ l ・ 2 St叩 hanandrαtanαkぽ
ヤマホトトギス H ・ ・ ＋ ＋ ＋ ・ Tricyrtis mαcropαわ
オクマワラビ H ＋＋・2 ・ ・ ・ ・ ・ + Dryopteris uniformis 
コマツナギ H + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + Indigoferαpぽ udひti凡ctoria
ホソパシケシダ H . . . . + ・ ＋ ・ Depαriα∞πilii 
出現 1回の種 Additionalspeci田町町ingonce in releve reference no". 1：ススキ Miscanthussiηensis H ＋・2,
オキナグサ PulsαtillαcernuαHー＋， アキカラマツ Thalictrumminusv訂.hypoleucum H +, トダシバ Arundinellα
hirtαH-+; no. 2：・ミツバアケビAkebiαtrゆliαtaH－＋・2;no. 3：ヤマユリLilium山 「αtUTTl_H－＋，ヌカボ Agrostis
clαvatαssp. matsumurαE H-+, no. 5: クマヤナギ BerchemiαracemosαHー＋， no. 6：ウツギ DeutziαcrenαtαS-1・2,
カマツカ Pourthiαeαvilla四 VaI.lαevis S-1 ・ l，マルバアオダモ FrαxinussieboldねπαS-1・1，ノイノ〈ラ
R田αmultifl.oraS + ; no. 7ケイリュウタチツボスミ レViolαgr即α町田VaI.ripαris H ＋，サガミニガナIxeris
dent atαvar. SlりぽniensisH-+; no. 8：ダンコウバイLinderαobtusilobaS-2・2，シバ ZoysiαJ叩 onicaH→・2,
センニンソウClemαtisternifl.orαS +, H－＋，イタドリ Reynoutriα：japonicaH-+. 

群集，武庫川のイブキシモツケ亜群集が区分され

ている。しかし，Ttixen& Kawamura (1975），大

野（1994）ほかは，亜群集や変群集などの下位単位

の識別種は，土地的一生態的要因によって導かれ

るとしており ，この意昧においては，中川 （1982)

の下位単位区分は，地理的群落単位である族

(Ti.ixen & Kawamura, 1975；大野，1994ほか）に相

当するものであると言える。本報では，地理的な要

因による影響を少なくするため，神奈川県という

限られた地域において下位単位区分を試み， 神奈

川県内のサツキ群落を報告している中川 （1982)' 

大場（1985）， 宮脇編著（1986），大場（1991），村

上・中村（1997）の既発表資料および今回の調査に

より得られた原調査資料より作成した総合常在度

表を表2に示した。なお，調査年月日データの矛盾

や植物名の変更があるものの， 大場（1991）には，

大場（1985）の資料のうち，中津川の調査資料が再

録されているので，大場（1985）からは道志川胞子

の資料のみを引用した（植物名は調整した）。その
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結果，組成的には，区分種と して特別な種群を含ま

ない典型亜群集と ，イワギボウシやヒメウツギ，ヤ

シャゼンマイなどの種群を区分種とするヤシャゼ

ンマイ亜群集の 2亜群集に区分され，それぞれの

亜群集が，特別な種群を含まない典型変群集と，ダ

イモンジソウ， イワヒノf，イワイタチシダなどの干重

群を区分種とするイワヒパ変群集の 2変群集が区

分された。しかし，既発表資料中の出現種に関する

分類学的な位置づけの変化や同定に関する見解の

相違などにより ，十分な検討を加えられなかった

点もあり ，その区分についての土地的一生態的要

因について明らかにするには至らなかった。奥田

(1984）は，サツキ群集について，「全般的にみて各

植分の1回出現種数が多く，ややまとまりに欠けて

いる」と指摘しつつも ，特別な種群を区分種として

含まない典型亜群集と，ヤシャゼンマイ，クサヤツ

デを区分種とするヤシャゼンマイ亜群集を下位区

分している。本報で区分した亜群集は，亜群集レベ

ルでは，この区分に相当するものである。



表2.神奈川県のサツキ群集Rhododendretumindici Minamikawa 1963総合常在度表．

l：ヤシャゼンマイ更群集 Subass凶 ationwith Osmunda lanceα 

a：典型変群集 巧rpi句 1variant b：イワヒバ変群集 Variantwi出品切inellαtamariscina
2：典型亜群集 τ)'picalsubas蹴 iation

a: イワヒパ変群集 Variantwith SelagineUαtamariscina b: 典型変群集ちゅicalvari回 t

群落区分 2 Comm四u匂r勿pe
a b 一__L_ b 

通し番号 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 Releve referenc己number
調査区数 2 6 4 6 I 3 3 5 2 11 Number of Releve 
平均出現種数 9 7.3 8.5 6 10.2 17? 10 8.3 13 6‘6 4.5 5 Numl光rof species :mean 

群集襟徽種 Chm:actcr spro~ Qf a亘書
サツキ 2 (2-3) v (1 3) 4 （←2) 1 (3) v (2-3) 1 (2) 1 (2) 3 (2 3) 3 (2 3) v (2 3) 2 (3) v (2 3) Rhodα主endronindici山孔
亜群集区分穫 I2i1Tur.!:nti畠l~！：昌 Qfs1ba笛
イワギボウシ 2 (1) N (+ 3) 4 0-2) N(l) 1 (+) 2 (+) 3 (!) Hosta longipes 
ヒメウツギ 2 (1) v (+ 2) 4 （←1) III（←I) 1 (+) 1 (3) 1 (+) 2 （＋ー1) DeutZiαgrαcilis 
ヤシャゼンマイ I (!) 2 (+ 2) 1 (1) V （←2) 1 (+) 2 (+) Osmunda lanceα 
ヒメカンスゲ I(+) 1 (+) 3 (+) Carexconi，但
ヒメノガリヤス 1 (+) 1 (+) II （＋ー1) 1 (+) Cαlαmagrostis hakonensis 
変群集区分種 Differultiill ~！：呈 Qfygriant
ダイモンジソウ I N(+) Sαxr;斤agαfortuneivar. indsolobatα 
ウチワダイモンジソウ 1 (+) Sαx(斤agafortuneivar. obtu王町une，ぱ日
イワヒノて III（←I) 1 ( +) 3 (+) 3 0-2) v （←1) SelagineUαtαπ1ぽぽina

ト』A イワイタチシダ II(+) 2 (+) 1 (+) I (+) Dryopteris saxifraga 
σ0 コ ハコネシダ 1 (+) 2 (+) Adiantum manぽ h1αmys

随伴種 Companion speα問
ウラハグサ 田（12) 4 (2 3) 1 (!) N (!) 1 (!) 3 (I 2) 3 (+ 2) v (1 2) 2 (2) v (+ 2) Hakonechloαmαerα 
ノコンギク 4 （＋ー1) 1 (+) 1 (+) 2 （＋ー1) V (+ 1) 1 (2) V (+ 1) Aster ager日toidesvar.ovat出
ホソパコンキ、ク 2 (+) v (+ 1) V(+) 1 (+) 3 (+) Aster ageratoidesv訂 angustifoli凶
ニ刀ナ I (!) 2 （←1) 1 (+) I (+) 1 (+) Ixeris dentαtα 
ツクパスゲ 1 (+) 2 (1) II (1 2) 1 (!) III (1 2) Cぽ exblepharicarpa v紅 stenocarpa
ウツギ I (1) 1 (+) 3 （＋ー1) 皿（！） V (+ 2) DeutZiαcrenatα 
コマツナギ 1 (+) II（＋ー1) I (+) I （←1) Indigoferapseu伽 tinctoriα
マルパウツギ 1 (+) 1 (+) 1 (+) I (!) DeutZia scabra 
オクマワラピ 2 (+) I (+) 1 (+) Dryopteris unijormis 
ミツノTアケビ 1 (+) 1 (+) I (+) Akebiαtぺfoliαtα
ケイリュウタチツボスミレ 皿（＋） I (+) 1 (+) Violαgrypocerαsvar. ripαris 
タチツボス ミレ 4 (+) 1 (+) 1 (+) Violαgrypocerαs 
ススキ 1 (+) II(+) Mi筑刀nthussiηensis 
カナウツギ‘ 1 (+) III（←1) StephanandrαtαnakαE 
サガミニガナ I (+) I (+) Ixeris dentatαvar. sagαniensis 
クマワラビ 1 (+) 2 (+) Dryopteris lαcerα 
マルパアオダモ I (!) 1 (+) Fraxin凶 sie加ldiana
ミツデウラボシ 1 (+) 1 (+) Crypsinus hastαtus 
アズマイバラ 1 (+) + (1) Rosαluciae 
イワデンダ 2 (+) ＋（＋） W臼xtsiapolystichoides 
タマアジサイ I (!) ＋（＋） Hydrangea involucratα 

以下省略

出典 no. 1, 5：原調査資料， no.2, 7：大場（1991). no. 3. 11:宮脇編著（1986). no. 4, 8, 10, 12：中川 （1982），日o.6：大場 (1986). 
no. 9：村上・中村 (1997)



神奈川県のサツキは，その分布の東限にあたり，

群集としても，分布の辺縁部に位置し，組成分化が

乏しいことが想像される。下位単位の生態的な意

味づけなどは，組成分化の進んだ，サツキ群集の分

布の中心であると考えられる近畿および中部地方

の資料と詳細に比較する必要がある。一方，サツキ

群集と同位の生態的位置を占めているキシツツジ

群集については，奥田（1982）が，四国における資

料より， 3亜群集7変群集に区分している。サツキ

群集の下位単位区分やその生態的な意昧づけにつ

いては，同位の生態的位置を占めるキシツツジ群

集やホソパハグマーサツキ群集の下位単位区分と

の対応等も考慮し，詳細に比較検討する必要があ

り，今後の課題である。

おわりに

神奈川県のサツキ分布地のうち，中津川の産地

は宮ヶ瀬湖に没し，消失し（勝山・高橋，1991），本

報で報告した道志川渓谷が，神奈川県内での規模

の大きな唯一の産地となる。サツキの場合，渓岸と

いう特殊な環境に生育するが，その生育地は，ダム

建設のような大規模な改変以外で破壊されること

はない。しかし，今後，水源地の各種開発行為によ

る水量の変化や水質の悪化，園芸的な価値の高さ

からの盗掘等により，失われたり，個体数を減ずる

生育地が出ることも予想される。中川 （1982）や大

場（1991）は，今は失われた，中津川渓谷のサツキ

群落に関する貴重な報告となっている。本報が，今

後も，“失われた”道志川渓谷のサツキ群落に関す

る記録とならないことを期待する。

本報告をまとめるにあたり，有益な御助言を頂

いた神奈川県立生命の星・地球博物館の高橋秀男，

勝山輝男の両氏に深甚なる感謝の意を表する。ま

た，野外調査にご協力頂いた横浜植物会の堀川美

哉，高橋節朗の両氏と，文献の入手にご尽力頂いた

大阪市立自然史博物館の波戸岡清峰氏と神奈川県

立生命の星 ・地球博物館の瀬能宏氏，国際生態学

センターの矢ケ崎朋樹氏に感謝の意を表する。

摘要

道志川渓谷のサツキ群落の植物社会学的な調査

を行い，サツキ群集として，その種組成からみた現

状を記録した。また，中川 （1982）のウラハク、、サ亜

群集は，地理的群落単位としての族として扱うの

が適当とし，神奈川県内の既発表資料により下位

単位について検討し，典型亜群集とヤシャゼンマ

イ亜群集の2亜群集と ，そのそれぞれに典型変群

集とイワヒパ変群集の2変群集を区分した。
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